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　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

① Intraspecific
morphological
variation with
biometry of
Distephanus
apeculum
(Silicoflagellat
a)

共著

② Establishment of
international
consensus on the
revision of the
systematics in
petrology as a
case study of
geoethical
process

共著

南極海で採取された現生のシリコ
フラゲラータD.speculumの骨格構
造を顕微鏡下で計測し、そのデー
タを統計解析した。その結果、こ
の種は二つのグループに分けら
れ、このグループの分類体系を再
検討する必要性が示された。

岩石学分類体系の改訂には国際的
な合意を得ることが必要であり、
その過程では地球倫理学的視点が
不可欠である。本論では岩石学体
系の地質学分野および関連分野に
おける役割を整理し、その改訂を
検討する際に留意すべき６つの基
本的視点について解説した。
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① 会長講演　学会20
年の歩み

単独

② Establishment of
international
consensus on the
revision of the
systematics in
petrology as a
case study of
geoethical
process

共同

① 日本学術会議IUGS
分科会報告

単著

② 著作権委譲に関す
る公告

単著

③ 著作権の学会への
委譲のお願い

単著

④ 代表派遣会議出席
報告 地球倫理学
国際セクション

単著

⑤ International
Section of
Geoethics
(Pribram, 2009)
報告

単著

⑥ 第四紀と更新世の
新しい定義につい
て

単著

2009年10月に学術会議の代表派遣
で出席したMining Pribram
Symposiumの出席報告で、標記シ
ンポジウムの目的・歴史・構成・
プログラム・学術的課題および巡
検について報告した。

国際地質科学連合IUGSにおいて地
質年代表の一部が改訂されたこと
を受けて、国内でどのように対応
するかについてIUGS分科会・
INQUA分科会・日本地質学会・第
四紀学会が合同で検討を行い、学
術会議での声明採択を目指すこと
となった。本稿ではその基本方針
について具体的に紹介した。

2009年3月に開催された標記分科
会について、小委員会の追加、国
際会議への代表派遣、国際惑星地
球年IYPEの活動、ジオパークの選
定、などについて報告した。

学会誌「情報地質」がJSTの電子
アーカイブ事業に採用されたこと
に伴い、著作権が学会に移される
1998年6月以前の学会誌への掲載
論文の著作権を学会に委譲するこ
とを公告した。

上記その他②の公告の補足説明と
して、電子アーカイブ事業の内
容、著作権委譲の必要性および委
譲対象論文のはんいについて説明
した。

情報地質学会20周年を記念して、
情報地質学会設立にいたる背景、
設立後の学会における研究活動の
動向、国際数理地質学会との協力
関係、全国地質調査業協会との共
同事業、国際地質科学連合IUGSの
研究委員会への参加、などを紹介
して、情報地質学の発展過程を総
括すると共に、今後の研究の進め
方についていくつかの提言を行っ
た。

上記学術論文②と同じ

（その他）

（学会発表）

2010年3月

情報地質、vol. 20, no.
2, p.141

情報地質、vol. 20, no.
3 p. 147

情報地質、vol. 20, no.
3 pp. 169-180

日本学術会議ホームペー
ジ
http://www.scj.go.jp/
ja/int/haken/091012.h
tml

情報地質、vol. 21, no.
1 pp. 39-40

2009年6月

2009年9月

2009年9月

2009年11月

2009年6月

2009年10月

情報地質、vol. 20, no.
4 pp. 262-263

2009年12月 2009年10月のMining Pribram
Symposiumの一部として開催され
た標記セクションの目的・プログ
ラム・学術的検討事項などについ
て報告した。
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